
修士論文（要旨） 

2025 年 1 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

否定の〈〜ないです〉と〈〜ません〉をめぐる一考察 

―会話コーパスに基づいて― 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 青山 文啓 教授 

 

国際学術研究科 

国際学術専攻 

グローバルコミュニケーション実践研究学位プログラム 

223J1010 

李 遠傑 

 

 

  



Master's Thesis(Abstract) 
January 2025 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A Study on the Negative Forms “-NAI DESU” and “-MASEN”:  
Based on Conversation Corpora 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

YUANJIE LI 
223J1010 

Master of Arts Program in Global Communication 
Master's Program in International Studies 

International Graduate School of Advanced Studies 
J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Fumihiro Aoyama 
  



目次 

第１章 序論 ································································ 1 

第 2 章 〈〜ないです〉〈〜ません〉に関する先行研究 ··························· 2 

  2.1 〈〜ません〉形から〈〜ないです〉形へのシフト ·························· 2 

  2.2 シフトの要因 ·························································· 2 

  2.3 日本語教育における〈〜ないです〉と〈〜ません〉 ························ 6 

  2.4 まとめ ································································ 6 

第 3 章 考察 ································································ 7 

  3.1 調査の対象 ···························································· 7 

  3.2 調査方法 ······························································ 8 

第 4 章 現日研・職場談話コーパス（CWPC）に基づいた考察 ······················ 8 

  4.1 先行研究に対する検証 ·················································· 8 

  4.2 意志的な観点から見た〈〜ないです〉と〈〜ません〉 ······················ 10 

    4.2.1 「意志性」について ················································ 10 

    4.2.2「意志系/非意志系」という区別 ······································ 11 

    4.2.3 「意志系/非意志系」という視点から見た〈〜ないです〉と〈〜ません〉 · 12 

第 5 章 名大会話コーパス（NUCC）に基づいた考察 ······························ 16 

  5.1 先行研究に対する検証 ·················································· 16 

  5.2 意志的な観点から〈〜ないです〉と〈〜ません〉を再検討する ·············· 23 

第 6 章 おわりに ···························································· 27 

 

参考文献 

使用コーパス 

  



 

要旨 

 日本語の動詞否定丁寧形には〈〜ないです〉形と〈〜ません〉形の二つの系列が存在す

る。しかし、教科書の扱いは、動詞は〈〜ません〉形のみが規範とされ、提示される。日

本語学習者にとっては、日常生活でよく使われる〈〜ないです〉形の使用場面について教

えられる必要がある。二つの形式の比較や使用傾向については、先行研究において新聞記

事やインタビューなどでの分析が行なわれている。 

 本研究は〈〜ないです〉形と〈〜ません〉形について、実際の話しことばを忠実に反映

させるために、現日研・職場談話コーパス（CWPC）および名大会話コーパス(NUCC)か
ら用例を探して調査した。先行研究で指摘された傾向を検証するだけでなく、意志的な行

為という観点からの分析も試みた。具体的には、動詞の命令形が動詞本来の意味で用いら

れるか否かを基準に「意志性」の有無を判断した。また、動詞と名詞を合わせても「意志

性」があるまとまりを「意志性」のコロケーションと定義した。この意志的な行為という

観点に基づき、〈〜ないです〉形と〈〜ません〉形の前接動詞についても分析を行なった。 

 調査の結果、否定疑問文では、否定の意味が顕在化するにつれて、〈〜ないです〉形の

使用頻度が増える傾向が見られた。また、否定疑問文の種類によっては、前接動詞に特徴

的な共起パターンが確認された。 

 後続要素との関係では、終助詞が続く場合には〈〜ないです〉形の比率が高まるが、

接続助詞が続く場合には逆に低くなる傾向が見られる。ただし、終助詞的に用いられる

接続助詞の場合は、特に明確な使用傾向が見られない。また、後続要素の形式により、

使用傾向には特徴もある。 

 意志的な行為という観点からの分析では、「動作者と発話者との相関性が高い」あるい

は「前接動詞が発話者との関連性が高い」場合、否定の意味をやわらげたりするため

に、丁寧形が否定形に先行する〈〜ません〉形がより多く使われる傾向が見られる。 
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